
沖縄県学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ、「問い」サポ、授業改善ツール［単元プランシート、授業プランシート］（県義務教育課）と那覇市様式学習指導案との関係 

 

「問い」が生まれる授業サポートガイド 補完版 

授業改善ツール【単元プランシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 那覇市様式 学習指導案 １～２ページ 
 

 

※ 単元についてを １～２ページに記載します。 
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【 説明 】 

①学校で育てたい資質・能力について【学校デザインシート】   ③学びの深まりの鍵として、各教科の特質に応じた「見方・考え方」を    ④継続的な指導が行えるように、前後の単元や領域等で、 

 をもとに記載する。※PPⅡ 学校改善ツール参照         明確にすることで、より質の高い深い学びにつなげる。           どのような学びをしてきたか、学んだことをどのように生かして 

                                                                    いくかを意識して指導の計画を立てる。 

②単元プランシートは、目標について記載するが、        ※国語科においては、「単元で取り上げる言語活動」を簡潔に記載する。    ⑤「児童生徒の反応」は、３つの子供の学びの姿からデザインする。※PPⅡ参照 

 指導と評価の一体化を図るために、単元の評価規準について                                        「教師の働きかけ」は、何のためにその学習活動を行うのか意図を明確にする。 

記載する。                                                              「指導と評価の一体化」を図るために、評価のタイミングや方法を明確にする。 

※ 



沖縄県学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ、「問い」サポ、授業改善ツール［単元プランシート、授業プランシート］（県義務教育課）と那覇市様式学習指導案との関係 

 

「問い」が生まれる授業サポートガイド 補完版 

授業改善ツール 【授業プランシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 那覇市様式 学習指導案 ３～４ページ 
 

※ 本時の学習指導についてを ３～４ページに記載します。 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

⑥ 

⑥ 

⑥教科の特性に合わせて「めあて」に正対した「まとめ」、         

「振り返り」の確実な実施を意識する。                

                                   

⑦評価規準については「概ね満足できる」姿（B評価）を記載する。    

「十分満足できる」姿（A評価）については記載する必要はないが、    

しっかりと検討して設定する。                    

 

⑥ 

⑦ 

作成に当たっては，以下の資料を参考にする。 

(1)「学習指導要領 解説」（各教科） H29.７月 

(2)「言語活動の充実に関する指導事例集」（各教科）H23.10月 

(3)『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』（各教科） R2.3月 

(4)「学習評価の在り方ハンドブック」 R元.６月 

(5)「沖縄県学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ」R2.3月 

(6)『「問い」が生まれる授業サポートガイド』 

(7)『「問い」が生まれる授業サポートガイド 補完版 授業改善ツール』 

右記の 

QRコードから 

説明用動画が 

視聴できます。 


